
「男女共同参画の視点に立った地域の課題解決」のためのプログラムデザイン

同じ境遇のシングルマザー同士が繋がり、抱えている悩みを共有し、生きていく上での重荷を少しでも軽くする。
目的

内容

方法

【講義】
・男女共同参画白書等の統計データを
用いながら、シングルマザーの現状や、

男女間の賃金格差、女性における非正
規雇用者率の高さ等を説明。

・経済面等でシングルマザーが困難を
抱えやすい社会の構造を当事者である
シングルマザー達に理解してもらう。

・シングルマザーで起業をして成功し
ている女性の例や、自宅での多様なリ

モートワークの方法等を紹介し、エン
パワメントを図る。

・全日程、無料託児サービス実施。

対象 シングルマザー、またはシングルマザーになるかもしれない方

課題把握・課題共有 課題解決の方策の検討 課題解決のための行動

【個人ワーク】
・日々の生活の中で、
①自身が今いちばん「しんどいな」と
感じている点
②もっとこうなったら自分の生活は楽
になるのにと感じる点

を各自で考え、抽出し、整理をする。

・①②については、付箋紙に書き出す。

・日々、仕事と子育てで自分に割く時
間が少ない方が多いと想定されるため、
まずは今の自分とじっくり向き合い、
自分を知る時間とする。

・後にグループワークで用いることも
予めアナウンスしておき、多くの人に
知られたくない悩み等は無理に書き出
さなくても構わないことを周知。

【グループワーク】
・個人ワークで整理した①②につ
いて、少人数グループにわかれて
共有する。
個人ワークで見つかった、困りご
とや気になっていることを自由に
話したり聞いたり、またグループ
内に同じ悩みの経験者等がいれば
互いに助言や情報交換等を行う。

・また、個人ワークで各自付箋紙
に書き出した、今の自分の困りご
と等をグループごとに模造紙等に
貼っていき、カテゴリー別にわけ
てみる。

【全体ワーク】
・グループワークで可視化された困り
ごとを全体でも共有し、カテゴリー別
にわけてみる。
例えば、
＊「経済的なこと（収入の得方等）」
＊「子育て（いざという時の子どもの
預け先等）」

＊「仕事（正社員に向けての就活）」
＊「元夫との関係」
＊「法知識（離婚に伴う手続き等）」

・カテゴリーの中から４～５テーマ程
度全体で選び、次回、そのテーマにつ
いて学び、困りごとの解決に繋がり得
る学習機会を提供。

講師による講義
個人ワーク

（今の自分について知る、
自分と向き合う）

グループワーク
（困りごとの共有）

悩みを聞きあうことで心を軽くしたり、
漠然としていた悩みを付箋紙法で可視

化し、整理する

グループワーク
（キーワードの発見・共有）

小グループでのワークの結果を全体で

共有、検討）

【講演会・相談会】
・前回決まった、４～５テーマについ
て学べる講演会を実施する。

・それぞれのテーマごとに会場を設け、
コーナー化することで、１人ひとり違
う悩みを持つ参加者が自分で選択して
学べる環境を整える。

・講演会のような大人数向けの学習機
会と併せて、専門家（弁護士やひとり
親家庭相談員等）への個別相談ブース
等も準備。

・就活用スーツや化粧品の貸出、オム
ツや生理用品の寄付、フードバンク等
との連携によるフードパントリー等も
実施。

講師による講演会

専門家による個別相談等

基点・基軸の形成

【趣旨】シングルマザーは日々仕事と子育てに追われて忙しい。そうした中で誰にも悩みを打ち明けられず、一人で悩み孤独を抱えている女性も少なくない。同じ境遇の女性同士が集まり、
悩みや日々感じていることを共有することで現在抱えている悩みを解決するための糸口を見つける。また、横のつながりを構築し、助け合える仲間や友人をつくる機会とする。

課題解決

シングルマザーが気軽に頼れる相手や、悩みを打ち明け理解してくれえる相手がおらず孤独に陥りがち。
課題

男女共同参画推進意識の形成 現状把握

連携先 社会福祉協議会、ひとり親家庭自立支援センター、フードバンク山梨 等

目標

【事業名】 シングルマザーのためのほっと！HOT！サロン

振り返り
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独立行政法人国立女性教育会館 令和４年度「地域における男女共同参画推進のための事業企画研修」


